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学
び
・
体
験
・
交
流
の
場
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ホ
フ
マ
ン
館
」
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小
関　

良
枝

　

「
水
と
緑
と
花
の
町
」
野
木
町
に

「
歴
史
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
昭
和

54
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
19
年
に
近
代
化
産
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
煉
瓦
窯
の
修
復
・
改

修
工
事
が
終
了
し
、
一
般
公
開
が
開

始
さ
れ
た
の
で
す
。

　

平
成
28
年
５
月
10
日（
火
）に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
併
せ
て
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
11
〜
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
煉
瓦
窯
に
隣
接
し
て
町
交
流

セ
ン
タ
ー
「
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
」
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
２
月

末
現
在
、
来
館
者
は
４
万
９
３
７
３

人
、見
学
者
は
２
万
１
５
６
５
人（
ホ

フ
マ
ン
館
調
べ
）
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

「
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
」
は
、
観
光

と
学
習
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
体
験
し
、

地
域
の
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
れ
る
場
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
。
ホ
フ
マ
ン
館
の
有

効
利
用
は
私
た
ち
の
町
民
の
考
え
、

行
動
に
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

野
木
町
は
多
く
の
人
の
努
力
と
協

力
で
「
ひ
ま
わ
り
」
が
有
名
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
次
は「
ホ
フ
マ
ン
館
」

と
い
う
言
葉
が
続
い
て
ほ
し
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
若
者

も
高
齢
者
も
楽
し
め
て
、
交
流
が
深

め
ら
れ
る
場
に
な
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
５
月
に
は
オ
ー
プ
ン
１

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
ホ
フ
マ
ン
館

に
行
か
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
に
な
ら
れ
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
。

トーセロスリッター㈱　野木事業所

所在地　野木町大字野木 142-1　　従業員数　27 名

事業所　本社（野木事業所内）、古河事業所、茨城事業所、浜北事業所、関西事業所

【主な事業内容】食品包装用フィルムの裁断加工

　当社は1993年㈲ひまわり興産として設立され、1998年野木町に移転してまい

りました。同時に三井化学東セロ㈱のグループ会社として、現在のトーセロスリッ

ター㈱に社名変更いたしました。

　業務内容は、三井化学東セロ㈱の工場で生産されたプラスチックフィルムを、各

お客様のご要望に合わせたサイズに裁断加工する業務が主です。出荷された製品

は、コンバーターメーカー様にて印刷、張り合わせや袋状に加工されたのち、食品を

包装した状態でスーパーやコンビニに並びます。また、最近では食品包装以外の用

途で、工業用製品の製造にかかわるフィルムも増加してまいりまし

た。一例を申し上げますと、携帯、スマホ、パソコン等の製品です。

　以上申し上げましたように、弊社は日常皆様が手にしております

数々の製品にかかわっております。弊社は三井化学東セログループ

の一員として、より一層社会のお役にたてるよう、野木町とともに成

長する所存です。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．26

《社員のひとこと》
　弊社は『安全第一・品質第二・生産第三』を会社基本方針とし、日々の業務を行っております。
　私どもの裁断加工致しましたプラスチックフィルムが、様々な形で消費者の皆様のお手元に安心

で安全にお届けできますよう従業員一同、一層精進して参ります。　　　　（業務課　青木　ゆかり）

広報連絡委員レポート呉３７2

当社が裁断加工した製品の一例

バンブーキャンドルづくり
（煉瓦窯冬フェスタにて）


